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図4－31　苦情発生件数と種別と
き
に
必
要
な
酸
素
の
量
で
示
さ
れ
る
。

　
地
盤
沈
下
は
、
地
下
水
の
規
制
、
建
設
工
事
の
工
法
の
指
導
等
に

よ
り
、
沈
下
量
は
徐
々
に
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
は
、
四
八
年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
が
、
騒
音
、
大
気
汚
染
、
悪
臭
に
対
す
る
も
の
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
（
図
4
l
3
1
）
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
が
減
り
、
川
に
魚
が
戻
っ
た
話
を
聞
く

よ
う
に
、
横
浜
の
環
境
は
い
く
ら
か
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
測
定
結
果
の
数
字
を
み
て
も
、
一
部
の
測
定
項
目
に
つ

い
て
は
確
か
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
「
小
鳥
や
虫
た

ち
と
と
も
に
快
適
に
暮
し
て
い
け
る
大
気
や
緑
」
、
「
魚
が
住
み
、
釣

り
や
水
遊
び
が
楽
し
め
る
海
や
川
」
、
「
静
穏
な
環
境
」
な
ど
、
横
浜

市
が
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
市
の
「
環
境
目
標
」
に
到
達
す
る

た
め
に
は
、
ま
だ
多
く
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

廃
棄
物

●
増
加
す
る
廃
棄
物

　
都
市
の
活
動
の
中
か
ら
生
じ
る
廃
棄
物
は
、
市
民
の
生
活
が
豊
か

に
な
る
に
つ
れ
て
大
量
化
し
、
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
横
浜
市
の

家
庭
ご
み
を
み
て
も
、
一
人
あ
た
り
の
一
日
排
出
量
は
昭
和
四
三
年

の
四
二
〇
ｇ
か
ら
昭
和
五
二
年
の
七
〇
六
ｇ
へ
と
一
〇
年
間
に
Ｉ
・

七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
急
激
な
人
口
増
加
と
あ
わ
せ

て
、
家
庭
ご
み
の
総
量
の
伸
び
も
著
し
く
、
二
・
二
倍
と
な
っ
て
い

る
（
図
４
－
3
2
）
。

　
ご
み
の
組
成
内
容
も
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
、
紙
類
等
の
割
合
が
増
加
す
る
な
ど
、

大
き
く
変
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
家
具
類
、
家
庭
電
化
製
品
な
ど
の
大
型
ご
み
も
「
粗
大



ご
み
」
と
し
て
排
出
さ
れ
、
そ
の
量
も
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

　
一
方
、
市
内
約
八
万
七
千
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物

は
、
建
設
事
業
に
よ
る
道
路
舗
装
材
な
ど
の
廃
材
、
汚
泥
、
金
属
く

ず
、
鉱
さ
い
、
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ
等
を
中
心
に
、
家
庭
ご
み
の
一

〇
倍
前
後
の
量
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。
こ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

事
業
活
動
に
よ
り
発
生
し
、
し
か
も
処
理
が
困
難
な
も
の
が
多
い
た

め
、
一
般
の
廃
棄
物
と
こ
と
な
り
、
事
業
者
が
自
ら
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
は
日
常
市
民
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
質
・
量
と
も
に
都
市
環
境
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く
、

適
正
な
処
理
の
た
め
行
政
に
よ
る
指
導
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

図4－32　家庭ごみの推移1
1
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●
週
二
～
三
回
の
収
集

　
横
浜
市
が
処
理
の
対
象
と
し
て
い
る
ご
み
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
を
中
心
に
、
河
川
・
道
路
等
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
ご
み
、

市
民
が
直
接
市
の
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
ご
み
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
処
理
量
は
年
々
増
加
し
、
五
二
年
度
で
は
九
一
万
ト
ン
に
達
し

て
い
る
。

　
一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
は
全
世
帯
週
二
回
以
上
実
施
し
て
お
り
、

商
店
街
な
ど
排
出
量
の
多
い
地
区
、
処
理
施
設
周
辺
は
週
三
回
収
集

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
収
集
の
方
法
は
ふ
た
付
き
容
器
な
ど
に
入
れ

て
集
積
場
所
へ
持
ち
出
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
が
、
市
民
の

利
便
と
収
集
作
業
の
効
率
化
の
た
め
、
一
部
中
高
層
住
宅
団
地
で
は

コ
ン
テ
ナ
ー
収
集
方
式
を
併
用
し
て
い
る
。

　
祖
大
ご
み
は
全
市
平
均
、
約
一
・
五
か
月
に
一
回
の
収
集
に
な
っ

て
い
る
が
、
最
近
の
排
出
量
増
加
と
集
積
場
所
の
狭
隘
に
よ
る
市
民

の
要
望
に
応
え
、
近
く
月
一
回
収
集
を
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
過
密
化
し
て
い
る
市
街
地
で
の
ご
み
の
輸
送
作
業
も
年
々
効
率
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
が
、
六
か
所
の
中
継
輸
送

基
地
を
設
置
し
、
こ
れ
に
対
処
し
て
い
る
。
ま
た
収
集
作
業
を
円
滑

に
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
を
守
る
な
ど
、
市

民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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●
進
む
工
場
建
設

　
港
南
、
南
戸
塚
な
ど
の
新
し
い
工
場
の
完
成
に
よ
り
、
ご
み
処
理

量
に
占
め
る
焼
却
比
率
は
年
々
高
ま
り
、
五
二
年
度
に
は
七
〇
％
を

越
え
、
一
〇
年
前
と
比
較
す
る
と
焼
却
と
埋
立
が
逆
転
し
た
（
図
４

－
3
3
）
。
他
都
市
に
お
い
て
も
事
情
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
焼
却
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
そ
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

　
（
図
４
－
3
4
）
。

　
大
量
の
ご
み
を
衛
生
的
に
処
理
し
、
ま
た
確
保
の
困
難
に
な
っ
て

き
た
埋
立
地
へ
の
処
分
量
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
焼
却
処
理
が
望
ま

し
い
。
今
後
も
ご
み
量
の
増
加
に
対
応
し
、
可
燃
性
ご
み
を
全
量
焼

図4－33　ごみ焼却量の推移

却
し
て
い
く
た
め
に
は
現

在
の
五
工
場
で
は
処
理
能

力
が
不
足
し
て
お
り
、
市

で
は
さ
ら
に
二
工
場
の
新

設
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
保
土
ヶ
谷
区
内
に

建
設
中
の
新
保
土
ヶ
谷
工

場
は
、
余
熱
利
用
施
設
と

と
も
に
昭
和
五
五
年
度
中

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、

引
続
き
市
北
部
地
域
の
ご

み
処
理
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ごみ処理内訳大都市比較〔昭和52年〕図4－34

区
域
内
に
北
部
工
場
の
建
設
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　
市
で
は
焼
却
工
場
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
環
境
と
の
調
和

を
考
慮
し
て
緑
地
化
、
無
公
害
化
を
図
る
と
と
も
に
、
焼
却
余
熱
を

利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
市
民
が

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
焼
却
処
理
さ
れ
る
以
外
の
ご
み
は
、
二
か
所
の
山
間
部
埋
立
地
で

衛
生
的
に
処
分
さ
れ
て
い
る
。
焼
却
工
場
が
整
備
さ
れ
て
も
、
不
燃



性
ご
み
、
焼
却
残
灰
の
た
め
に
埋
立
地
は
必
要
で
あ
る
が
、
都
市
化

の
進
ん
で
い
る
市
内
陸
部
に
は
新
た
な
適
地
の
確
保
が
極
め
て
困
難

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
臨
海
部
で
の
海
面
埋
立
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
る
。

●
再
資
源
化
へ
の
努
力

　
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
再
利
用
が
可
能

な
も
の
や
、
資
源
と
し
て
直
ち
に
活
用
で
き
る
も
の
が
相
当
量
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量
と
と

も
に
貴
重
な
天
然
資
源
の
節
約
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
近
年
社
会
的

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
現
在
各
地
で
市
民
の
手
に
よ
る
再
資
源
化
運
動
と
し
て
資
源
集
団

回
収
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
町
内
会
、
自
治
会
等
の
単
位
で
回

収
し
た
古
新
聞
、
ボ
ロ
布
な
ど
を
回
収
業
者
へ
引
渡
す
こ
の
方
式
で
、

昭
和
五
二
年
度
に
は
一
、
三
四
一
団
体
が
実
施
し
、
約
一
万
一
千
ト

ン
の
資
源
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。

　
市
の
焼
却
工
場
で
は
従
来
か
ら
、
焼
却
に
際
し
て
発
生
す
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
余
熱
施
設
や
発
電
な
ど
へ
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

埋
立
処
分
さ
れ
て
い
る
焼
却
残
渣
物
を
道
路
用
材
な
ど
へ
有
効
利
用

す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
沢
埋
立
地
に
国

1
1
4
生
活
環
境

と
共
同
で
進
め
て
い
る
、
都
市
ご
み
か
ら
肥
料
、
燃
料
ガ
ス
、
鉄
、

パ
ル
プ
を
回
収
す
る
資
源
化
テ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
研
究
も
、
昭

和
五
四
年
度
に
は
本
格
実
験
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

画
期
的
な
ご
み
処
理
方
式
と
し
て
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

市民による資源集団回収運動




